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１．総合評価 

（１）実施の可否     ☑ 可        □ 否 

（２）修正の必要の有無  □ 修正の必要あり  ☑ 修正の必要なし 

 

２．総合所見 

メソスケールから全球まで、データ同化技術と観測技術の高度化は、今後大い

に発展が期待できる開発分野である。曇天域を含む衛星観測データの全天候同

化を精度よく実施できるようになれば、全球モデルの観測空白域を減らすこと

ができ、短中期予報の一層の精度向上が期待できる。レーダやライダーの地上設

置型のリモセンは、顕著現象の直前予測の精度向上の切り札である。これに加え、

アンサンブル予報は、データ同化と補完関係にある。確率的な予測表現に直接利

用できるのみならず、予測可能性の評価を通じて数値予報システムの設計の重

要な基礎資料となる。 
現在進行中の、豪雨など自然災害の激甚化を踏まえ「豪雨等の予測精度向上」

と「長いリードタイムの確保のための観測・予測技術の高度化」の必要性が指摘

されている。社会からの要請に対応した目的設定であると考えられる。6 つのサ

ブ課題の内容も概ね適切と見受けられる。現課題の成果と問題点がよく整理さ

れ、成果の出たものついては発展を、また問題点として残されたものについては

その解決を図る計画となっている。 
さらに、以下の点に留意して研究を進めてほしい。 

・研究が予定通り進展しなかった場合の対応などについても言及があるとよい。 
・多種多様な新しい観測データを同化することにより予測精度を向上させると

いう課題は、現実的に対応が迫られる。EarthCARE など、衛星リモートセンシ

ングデータの更なる活用に期待したい。 
・ゾンデのバッファ報のデータを同化できる技術開発を進めていただきたい。航



空機観測のドロップゾンデのデータの同化も開発を進めていただきたい。 
・P・T 課題とも連携し、大学・研究機関と共同した現場観測の機会を模索して

頂きたい。 
・進行中の研究についても、どのような科学情報発信が社会に求められているの

か、どうすれば社会に受け入れられるのかを、研究所独自の取り組みとして検討、

実施していくべきである。  


